
目指すべき目標について(審議事項➀)
候補A（目指すべき水準：標準形）

３,000円：１か月20㎥使用時の使用料（税抜）

5億47万円

現行での使用料収入
29億2,652万円

使用料の不足分
13億8,070万円

使用料対象経費を回収し、赤字を解消するうえでの最低限の水準

※算定式：43億723万円 ÷28,714,887㎥（有収水量合計）×20≒3,000円

〈改定前〉
5億47万円

改定後の使用料収入
43億723万円

〈改定後〉

・１年あたりおよそ2億7,600万円（５年間で13億8,070万円）増収見込みです。
・経費回収率60.9％→89.6％（28.7％増）
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目指すべき目標について(審議事項➀)
候補B（目指すべき水準：理想形）

３,350円： １か月20㎥使用時の使用料（税抜）

5億47万円

現行での使用料収入
29億2,652万円

使用料の不足分
13億8,070万円

使用料対象経費を回収したうえで、将来の更新投資分を確保する水準

〈改定前〉

改定後の使用料収入
48億974万円

・１年あたりおよそ3億7,600万円（５年間で18億8,321万円)増収見込みです。
・経費回収率60.9％→100％（39.1％増）
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5億47万円

算定式：48億770万円÷28,714,887㎥（有収水量）×20≒3,350円
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